
 

 

 

 

平成２１年６月８日 

海 上 保 安 庁 

 

ＡＩＳを活用した航行支援システムの全国展開が完了します 

 

海上保安庁では、本年７月１日から南九州（第十管区海上保安本部）及び南西諸島（第十一

管区海上保安本部）の沿岸海域において、ＡＩＳ（船舶自動識別装置）を活用した航行支援シ

ステムの運用を開始します。 

同システムの運用については、第十及び第十一管区海上保安本部にＡＩＳ運用官を配置し、

２４時間体制で沿岸海域を航行するＡＩＳ搭載船舶の動静をリアルタイムに把握しながら、乗

揚げ及び走錨のおそれのある船舶へ注意喚起を行うほか、各種安全情報の提供を行います。 

今回、南九州及び南西諸島の沿岸海域において当該システムを運用開始することにより、一

部の離島を除く日本沿岸全域がＡＩＳ網で切れ目なくカバーされることとなり、一層の船舶交

通の安全性の向上に寄与します。 

  

※ ＡＩＳとは、船舶の名称、針路、速力等の情報を自動的に送受信し、船舶相互間及び船舶と陸上の航行援助施

設との間で情報の交換を行うシステムで、国際航海に従事する３００トン以上の船舶（旅客船は全て）及び国際

航海に従事しない５００トン以上の船舶に対して、平成２０年７月１日までに搭載することが義務付けられまし

た。 

お問い合わせ先 

海上保安庁交通部安全課交通管理室 

専門官 田中 健彦 

０３－３５９１－６３６１（内線６９０２） 



A I S を 活 用 し た 航 行 支 援 シ ス テ ム

第十管区海上保安本部

第十一管区海上保安本部

荒天時における荷崩れ事故防止

大時化状態

固縛状況の確認

強風における走錨海難防止

底質が砂地や岩で走錨の
危険性が高い海域

走錨して浅瀬に乗揚
げる等の危険

走錨監視
サークル

個別注意喚起

気象情報

風向・風速等の現況、警報・注意報の
発令状況 大時化状態

津波発生時の情報

津波情報の
伝達

各種情報の提供

運用中のエリア
平成２１年７月１日から運用開始するエリア
海上交通センター（ふくそう海域で運用）
管区海上保安本部（ふくそう海域以外の沿岸海域で運用）

乗揚げの危険

乗揚げ海難の未然防止

乗揚げ防止ライン

転覆船漂流

航行に影響を及ぼす海難等情報
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